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心理 における ージ を ・ 進する

セラ ス の ー の検討 
 

  お の 子大学大学院 間文化 学研  

 
要約 

本研 の 的は ージを いた心理 におけるセラ ス の を らかにすることであった。

心的外 を えた ラ ン に して行った の 子の の 記 を として 的

ー 化 （Coffey & Atkinson,1996）の を いてセラ ス の ージ の のうち発 につ

いて特 の ・ 化を行った。2 つの セス 表 に した

では主に一 点・ 点を使った教 によって が再 され 表 で ージ上

の を めたうえで を求め 求表 を行うという一 の れが観 された。さらに 求表 の相

について 重要な他者 当時の自 で した 重要な他者 では してきた を し るこ

とを とした の支援に重きが置かれていたが 当時の自 では心的外 時の自 の ージ

が 大 と えるような方 について を し 理 してあげる ことを 心とした援助の ー

レ を することで記 の けが 化するよう再ス ーリー化 と導く が観 された。 

 

キーワード ージ 一 点・ 点 の 子の 記  

  

I 問題と目的 

ージとは 心に い かべた であり

多くの心理 において重要な役 を担い

の一部を している。 は 在 し

ている 実 を することができるが

や についてはでき 記 を めと

した ージを する方 によって行うの で

ある。こうした ージを した心理 にお

いて セラ ス はその には 在しない の容

や について ラ ン が を再

できるよう きかけ を す。 
ージが心理 において活 される理由は

大 すると 2 つ考えられる。1 つは ージの

共 性である。 ージが形 されると だけ

でなく や といった多くの リ ィ

が 活されることが されており（Betts, 1909; 
Sheehan, 1967; 2001; 2005） さら

に本 ら（2008）では ージ形 時には

と共に も されることが 認され

ている。セラ ス は セラ ー内でこのように

ージによって 活された や に れる

ことで の を助け を 化に導くこと

ができる。 
もう1つは う ージが の つき

の での 心的外 記 の の 性である。

Nadel & Moscovitch（1997）の記 の再 定理

論では の記 は 来事の な記 ではな

く の度に修 され ー が こる
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として記 の 容が であると されている。

Lane et al.（2015）は この再 定化理論を い

て 心理 は の つき・ ラ の記

とそれと関 る を して セラ ス との

間に こる新たな 関係の を記 に

再 定化によって 的に する と言

しており の記 ージを で

することの有 性が主 されている。 
ここで の心的外 に して ー

ジの 力を いた代表的な の 1 つに

の 子の がある。 の 子の で

は セラ ー内で心理的 の となった重要

な他者の姿を してもらい に表 するこ

とができ にいた 求や たされなかった ち

に ラ ン 自 が き その他者に して

に表 することで その を さ 心的

外 の 本的な が 来るとした（Perls 
et al.,1951）。 ー ョン・フ ーカス セラ

ー（以 EFTと 記）では の 子の

の における セスを 化しており

を再 する を いて ー

ジ上の重要な他者に して と たされなかっ

た 求を表 する を 表 とし これ

らのフ ー によって重要な が えられると

べている（Greenberg et al., 1993）。 
 一方 ージ において ージが

か ない から が れる の

の についてはより に らかにする必要

がある。 の 来事を い かべる の セ

スに関 る重要な 見として 点の が

ある（Nigro & Neisser 1983）。記 を する

の 点には2つあり 自 の表 や が見

えていて 時とは なる ン からの

を求める の 点と その 来事を

した当時と同 にあたかもその にいて ー

ジの で しているような 一 の 点であ

る。 （1989）は ージ による

において 者の ージ が当 は なる

のような ージで当 には の も

られないものから 次 に らかの の ー

ジを 観的に観 者として するものとなり

さらには自 自 のものとして実 をともなった

と 化していくことがし し 観 される

と べており （1987）は した ージ

の の 的 化を し ージの

的 によって の まりとともに 点が

行していくことを指 している。一 点は主

観的で を めとする を い かつ

を だ 的な 点であるのに し

点は観 者としての の で される

ージであるため 的に ラ ン が再

として に るためには一 点に 行

することが まれる。 し 者はともに ー

ジ の教 に いることができるとされ

・長 （1986）は 2つの 点 ージを同

時または 時的に る ージ に

より より 実な ージ レー ン の が

得られるとの考えを している。 
心理臨床の において の されないま

まの心的外 に し ラ ン に う

ことは なくなく 援助を行ううえで ージ

の 指 を 化することは重要である。記

の再 や 活された ージを し

すること は ージ の を えて 性

が く の心理 にも 子となり得る。 

そこで 本論では心的外 に する

の1つの の 子の についてGreenberg
（1993）で されている 見を 考に 実 の心

理 において ラ ン の な ー

ジ の に するセラ ス の ー

を らかにすることを 的とする。 的に

は ージ の のうち発 について特

の 化を行い 表 につい

て の指 として することとする。さらに

の 子の の 求表 相 は 重要な他

者 と定 されるが 予備 で 当時の自
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を題 とした例も観 されたため 本論では心的

外 に する ージを使った の1つ

で 当時の自 に援助を行うことで再ス

ーリー化を 指すImagery Rescripting（以 IRS
と 記）を として い 求表 の相 が

当時の自 と 重要な他者 の2 件ではど

のような いがあるのかも て検討すること

とする。IRSは認 行動 を とした

であり 1フ ー では心的外 を

当時の自 の 点で 2フ ー では 在の自

から り 3フ ー では再度当時の自 に

し 当時在るべきだった援助方 を し い

実 に ー レ を行う である（Arntz et 
al., 2013）。なお 記 に がある 自

を援助してくれる者やキ ラ ター を さ

る ー な特 を つ。 の 子の に

する 点の や ージ を重 する性

を加 し することで実相を えること

に繋がるのではないかと考える。 

 

Ⅱ  

1．  

40 代の 性セラ ス 1 名が心的外 を

えた ラ ン に して行った 心理

の7つの の 記 を とする。表1 
は 者の 要であり すべての事例は大学

内心理相談センターにて行 れていた の

心理 で ージを とした自 表

が行 れた事例である。 

 

表１． 者の概要 

2． き 

本研 では ま ージを した心理

のセラ ス の発 を特 によって 化し

ージ の セス 表

における ージの について を

検討する。また 求の表 相 が 当時の自

重要な他者 の についても検討する。 

）セラ ス の ージ形 の 化 

セラ ス の の特 の ・

化を行うために 的 ー 化 Coffey & 
Atkinson 1996）とその を いた （2014）
の研 を した。 的 ー 化の は ー

タに した カ リを生 する 的 の

1 つであり あらか め 定された ではな

く ータそのものからカ リを生 し に

いる。ま 事例記 の から ージを い

た の が行 れ 実 にセラ ス の発

に いて ラ ン の が している

に 当する をすべて き し 記 を

する。その後 した 記 をその内容・特

に て記 を し そこに ラ をつ

けて ー 化を行う。次に それらのラ を

した記 間の を り返し行い の記 の

性と から のラ を整理し す

るカ リを生 する。生 されたカ リは再

び りの ータと され 修 を加えることで

化さ る。このような を てカ リ表

を し カ リから上 カ リ び

カ リを生 する。次に表を いて 事

例のセラ ス の ージ の に し

て 本的には 文ごとに 表のどの上 や

クライエント名 性別 年齢 教育歴 同居家族 主訴 分析対象場面 対話の相手

A 女 40代 大卒 配偶者・子 うつ 学生時代の妊娠および中絶手術 当時の自分

B 女 30代 大卒 父母 双極性障害 家族内で孤立していた場面 当時の自分

C 女 30代 大卒 配偶者・子 統合失調症 母の虐待場面 当時の自分

①教員に叱責された場面 当時の自分

②同上 重要な他者

①自殺した母に対する想い 重要な他者

②押入れで借金取りから兄と2人
で逃れた場面

重要な他者

うつ
配偶者に対する不満

D 女 30代 大卒 配偶者・子
うつ
社交不安性障害
（幼少期に場面緘黙）

E 女 30代 専門学校卒 配偶者・子
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が生 ているのか これらの の 

生 にはどのようなパターンがあるのか と

いう２つの 点から し その特 によって発

の 化を行う。また 化の 当性を

するために 修士課 の学生1名に 事例の

の要 と表を し 記 を し 事例に

おけるセラ ス の に関する記 が

どの に当てはまるか 定してもらうこととす

る。 

 

Ⅲ 結 と  

1． ージ の の 化 

セラ ス の ージ の発 の 化を行

った 生 された上 の大カ リ6つの

が得られた。文 の は大カ リ は

カ リ はセラ ス の発 は ラ

ン の発 を表す。 の特 から 定・

認 反 ち・ を る 指

定 と名 けられ 定・ 認 では 6
反 4 2 ち・ を

る 2 指 4 定 では 4 の

カ リが された。表2は 大・ カ

リおよび カ リに されたセラ ス の

発 の内容例を したものである。なお 発 の

内容例の について セラ ス および ラ

ン 方の を得ているが の観

点から本 を な ない 度に して記 する。 

定・ 認 では の導 における

の 定 修 での再 定や の時点で い

いている の 認をする のもと セラ ス

の発 を 点として ラ ン が自らの

ージを し めるように 導する点が特 であっ

た。 の を取る は の 子の

の 要 後 を取り ラ ン を ー

ジ と導くものであり を 定する

では の たさ などある について と

る ラ ン に し 的な1つの

ー の 定を し の観 を 導す

ることや 文 の れから れ などの

的な を指定しタ ムスリ するかのように

のある 点 導く に有 だった。 年 を

定する は 当時の本 や重要な他者の年 を

定めることによって の ラ ン の立 か

ら の心 や の理 を 進し 検

討や ラ ン 自 の を めることに

していた。 の を取る を 定す

る 年 を 定する は ラ ン との間で

的に定められることもあったが 的に特

言 が進行する もあり 的、

的い れにおいても の 点は 主に2つの

点 ージである 点での を す

一 点に り替える による教 を に

の記 ージ の がされていた。

点での を す は その時の自 の姿

を できますか を に当時とは なる

者の立 から自 や の を求めるもの

で 一 点に り替える は が見え

ますか を に 点での ージの

得が した や に一定の ージを 得

している の ラ ン をより い主観的

と導く発言とした。2 つは一方の や同時

もしくは 時的に使 れすべての事例で観 され

た。 を して する は 一

点に り替える の直後に いられ 当時の自

の から見えるであ う について文 か

ら して ラ ン に すことで を補助

する を たしていた。 

反 は セラ ス が ラ ン の発言

や内容を理 したことを えているのが特 であ

った。主に ラ ン の言 をそのまま使う

と 言い え によって行 れ ラ ン

の言 をそのまま使う は 一部省 している

も め ラ ン の言 を し ラ

ン 自ら行う の れを えないように

やかに見 る反 もしくは すべき言 を

し ラ ン とともに を共有することで 
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大カテゴリ 中カテゴリ

対話の合意をとる

場面を設定する

年齢を設定する

三人称視点での想像を促す

一人称視点に切り替える

選択肢を推測して提示する

クライエントの言葉をそのまま使う

言い換え

クライエントの様子を
フィードバックする

一般化した例と比較する

文脈から状況を推測する

文脈から気持ちを推測する

気持ちを尋ねる

感覚を尋ねる

気持ちに注意を向けるよう指示する

感覚に注意を向けるよう指示する

イメージ上の人物と接触を指示

イメージ上の人物の描写を指示

進捗を肯定する

変容に繋がる気持ちを捉え
重要さ強調する

変容に繋がる感覚を捉え
重要さ強調する

自己開示する

肯定

「うん，いいですよ。十分思い出してくれましたよね。」（Cさん）

「Dさんね，とっても大切な気持ちですよ。こうやって，その（当時の）自分を見て感じられるこ
と。」（Dさん）

「よくCさんがねその瞬間にね戻って，苦しさが残ってるっていう時に，なんか，すごい大切な
ことに触れてるような感じがするんですよね。」（Cさん）

「うんー…ですね。本当に痛々しいですね。」（D②さん）

気持ち・感覚
を尋ねる

「どうですか。ちょっと笑えたのがよかったのにそんな風に言われて。どう感じたんでしょう。」
（Dさん）

「なんかどんな感覚があって，押し入れから見た…押し入れの世界って，どんな色なんです
か。どんな空気なんですか。」（E②さん）
「今どんなことがEさんの中で，お母さんのその部分と自分のこと考えると見えてたり感じられ
る部分ですか。」（E②さん）

指示

「今その悲しさ感じます？」「感じてもらえますか。注意少し向けてね。」（Dさん）

「少しその場に…その感覚にとどまってもらえます？」（E②さん）
「もしあれだったら。一緒にいて，そのね，今涙がでてくるその感覚，感じたいんですよね。」
「一緒にいる感覚を。一緒にいてあげたいんですよね。一緒にいること感じてもらえます？」
（Dさん)

眺めるよう指示
「少し見てもらえます。そのエプロン着てるお母さん。」（Eさん）
「少し外側からその，１２歳ぐらいの子供って見てもらえますか。うん。今の自分からね。」（E
②さん）
話しかけるよう指示
「今，もしそのね，ワンワン泣いている，夢と麻酔からね，覚めてワーンて泣き出した自分に
一緒にいてあげたらなんて言ってあげたいですか。どうしてあげたいですか。」（Aさん）
「ねー，そんな自分に向かって，Dさん，その気持ちを理解するようなことを，なんか伝えても
らえます？優しい先生になってでもいいですし。」（Dさん）
「話しかけてもらえますか。今出てくる気持ちをそのままね。直接向かって言ってもらえま
す？」（Eさん）
「三者面談じゃないけど，その子と一緒にいて，先生に言ってもらえます？先生，この子のこ
ともっとわかってほしいとか。この子は悪気がないんだとか。はっきりとね。先生に。この子の
せいじゃないんだとか。場面緘黙についてわかってほしいんだとか。」（D②さん）

「どんな自分なんでしょう。」（Aさん）
「どんな表情してるんでしょう。どんな感じなんでしょう。」（Bさん）
「本当に雰囲気を感じてね。どんな雰囲気なんでしょう。そのエプロン着てる姿。」（Eさん）

推測
「それまでは全く妊娠しているって知らなくて，急ーに気持ち悪くなって。」（Aさん）

「でもなんかもう人生…ないようにできるんだったら…。そんな願いもあるぐらい…。」（Aさん）

発話の内容例

設定・確認

「Dさん，１つやってみたいんですよね。何をやってみたいかっていうと，その場面にね，今の
Dさんが入って，その時のDさんの気持ちを分かってあげたいんですよね。理解できる大人に
なってその場面に登場したいんですよね。ちょっと話しかけたいんですよね，その自分にね。
幼稚園の時の自分に。」（Dさん）

「そんな風にお母さんの冷たさとかがすごく感じられる瞬間って思い出されます？なんでもい
いですよ。あります？」「出来事でも瞬間でもいいですよ。」（Cさん）
「押し入れに戻りましょうか」（E②さん）

「Eさんね，もしよかったらそのお兄さん，何歳ぐらいのお兄さんなんでしょうね。」（E②さん）

「当時の自分って，見えます？」（Aさん）
「その今一人ぼっちの自分が見えますか，小さな頃の。」（Bさん）
「さっきのお化粧しているお母さんの顔を見ている自分の姿って想像できます？」（Eさん）

「何が見えるんですか。小さい頃のことね，今そうやって考えてるときに。」（Bさん）

「お母さんがなんか仕事から帰ってきたときの様子とかが見えるんですか。」（Bさん）

反射

（「怖くないよって，心配ないよって教えてあげたい。」）「うん。怖くない。心配ない。」（Bさん）

(「家族の中に誰も守ってくれる人がいないと思ってた。」)「一人ぼっちになってる。」（Bさん）

（号泣するクライエントを見て）「そんなに，ワンワン涙が…泣けてきた。」（Aさん）

「よくしゃべったら，そこら辺の小学校とか走り回って、今の時間遊んでいるような子供。」
「ランドセル背負ってるかどうか分からないけどー，まだ小学校の子供がびくびく震えて怯え
て妹を守っていた。」（E②さん）
「親が子供を軽蔑するんですよね。」（Cさん）

表２ カテ リ・中カテ リの ， の  
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共に を したり ラ ン に を求め 

る反 であるのに し 言い え は ラ

ン の に ったりと当てはまる タファ 

 ーや 的な言 を使うことや 形で られ

た内容を 在形によって表 し直すことで

した 題 の認 に らかの 化を え 当時

の を生き生きと実 を ったものにしていた

点で なっていた。 ラ ン の 子をフィ

ー する は セラ ス が観 した 、

ここ での ラ ン の 言 的な 的な反

の 子（ の 子や の 直）を えること

で き と す発言であった。 一 化した例

と する では ージ上の のある属性

（ 学生 などの 的立 や 内での役 を

表す や 子 ）に て一 化し する発

言とし の置かれた の 性や特

性を え さや生き び してきたさまを

し 立てることで ラ ン の を め

ることに していた。 

 では ラ ン の りの に表れ

ているが 言はされていない や について

文 からの自 な れで することでセラ ス

の理 を えるとともに ラ ン 自 に

きを え 当時の や をより実 を

ったものにするのが特 であった。 文 から

を する では ラ ン の りにあ

る に に し な 化が きた の 後

関係を したり 文 から の や 関

係の を することで 題 の を つ

つ共同 で げていき再 していた。 文

から ちを する は が表れている

も言 されていない でセラ ス が ラ

ン の1つの になりきって を再 するこ

とによって 当時の を い こすのを助けて

いた。 し この Greenberg （1993）の す

自らの を し けることのないように

として めている点が特 的だった。 

ち・ を る では した

とは 的に りの には表れていない

や ちについて内容の を求め の記

ージの再 と を す特 があった。

ちを る では 心的外 記 の が

かび めの ージとは がある の

ラ ン に しては 一度 に をまと

めたうえで （その時は）どう たのでしょう

と 在の自 の立 から振り返るよう いかけ

ることで その に っていたは の ちの

在に き 活さ 再 していく 子が見

られた。一方 より が まり ージに

し めた では かな表 の 化など

を 取ったセラ ス が 自 の ラ ン

に し ちの内容の を求めることで内的

な心の動きに きを えて を していた。

一方 を る においては を

定する で 的な を定めた後に その

の特 について5 （

）の から関 性の いものを し し

れの ってど な （ ）な ですか。ど

な （ ）な ですか。 のように

の ージに を 活さ ることによって

より実 を う記 ージの再 に して

いた。また ちを る 同 に ージ

とは がある の ラ ン に して ど

な なのでしょう その と内容の

を求めることで 時の の 活を すことや

の 指や いなどの 的な 化を

し ど な がありますか を に る

ことで ラ ン 一 では に めることが

なかった自 の 的な 化について き と

導くよう していた。 
指 は ある特定の内容について 的に

点 けた教 をすることでより い自 を

すのが特 であった。 ち・ に を

向けるよう指 では の記 の

に い や を ち めた ラ ン に

して その し （ ）にとどまってください。
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を 例とする教 を行い 大 の を向

けるよう すことで その や を に

有し心的外 から を け に向き えるよ

う していた。さらに に を向けるよ

う指 する については 表 において

求表 相 が 当時の自 の に 一 にい

る を てもらえますか を とし

で援助され他者とつながっている を

てもらい 新たな 関係の を記 に

ための教 として していた。

ージ上の と を指 は の 子の

において も となる ージ上の につ

いて める しかける （ や頭に） れる

といった一定の を つことを指 し ラ

ン が再 された の 求表 の実 に

していた。 ージ上の の を指

は 定・ 認 の 点での を す

によって された自 や ージ上の

と を指 のうち める よう教 され

た について 一定の ージを 得した直後

に い その特 を言 にする 化を求めるこ

とでより な の形 や を助けていた。 

定 では セラ ス が らにいることを

か ラ ン の や姿勢に

を し 重を えるのが特 であった。 進 を

定する では いいですよ。 を として

ラ ン を する発言とし ージ形

が進まないなどが してセラ ス に して

ラ ン が する 振りを見 たり えに

する で 重を すことで ラ ン と

の新たな関係性を き その後に することのな

い 直な りを き していた。他に 表

における 求表 時では ラ ン が ま

り まで一度も表 できていなかった ち

にようやく いていく で いられ ラ

ン の を支援し 導く発 として

していた。 容に繋がる ち・ を

え重要さを する では ージが形 され

る で れつつある あるいは 求表 が

した後に や について重要さを する表

であった。 自 する は ラ ン

の りを いたうえでセラ ス の 直な言 を

えることで ラ ン のさらなる りや

の まりを 進していた。 

 

2． ルの 示 

生 された主要なカ リをもとに

と 表 に けて 的に生 され

た を する。 では その に

よって 定・ 認 が している

反 に けて ージの の

を する。 

） 定・ 認  

1は における 定・ 認 の関

係を した である。 定・ 認 で

は めに 的あるいは 的に 的な心的

外 の の を取る を 定す

る 年 を 定する によって の 子の

の および ージ形 の となる

の 要を定めていた。 を 定する で

的な を定めた に 的にその と関

性の い を る ことで の ー

ジに当時の内的 の を 活さ より実

を った の記 ージの再 を してい

た。上記3つを もしくは て を

定めた後には 点での を す 教

により観 者 点で自 や の を し

さらに ージ上の の を指 し言

化を すことによって を 化 と導いて

いた。一定の 的な ージが か だ で

一 点に り替える 教 をし 観 者

点から主観的な 点に 行することで 当時の内

的 に り でいけるように す特 が見ら

れた。2 つの 点 ージによる教 は 必 し

も 点での を す 一 点

に り替える の で行 れるのではなく 直
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の ラ ン の発言に て されてお

り ージ形 の 定・ 認 が一定 度

定して行 れるまで行きつ りつ生 していた。

なお ージ上の の を指 は

ラ ン によって についての表 が

に行 れている には省 されていた。さら

に 一 の 点に り替える で主観的な

で当時の ージを 得した ラ ン に

して を して する ことによっ

て 当時の ちや が かびやすいように

ージ を補助し より い と導く れ

が見られた。なお について に定め

る 年 を 定する は後 する 反 におけ

る 一 化した例と や 表 での

ージ上の と 指 と関 し を

めることや の 化につながっていた。 
） が している  

2は における が してい

る の で 一定の ージが形 さ

れたものの ラ ン から自発的な が

見られ 理 に一定の りが見られる

を指すものとする。Greenberg （1993）は

題 の な には ラ ン の

に する内的な ち の反 と し

した の性 の 方を することが重要で

を 進する の の 点は 方に同時

に当て に の外的な から め 内的な

ち と 行することが 的であるとの指 を

しており 本論でもこの れが生 していた。 
ま の 点を 題 の に当て ラ

ン の りの に表れているが 言はされてい

ない について 文 から を する こ

とでより な の 活を助け 心的外

の 題 を共同 で再 していた。外

的な を した後には内的な ちに 行し

ていたが この時の ちについては次の2つの

が見られ 上記同 に ラ ン の りの

に表れているが 言はされていない ちにつ

いては 文 から ちを する ことで

を 活さ ていた一方で りの には表れてい

ない には ち・ を る ことで内

容の を求めていた。内的な ちと が

活された直後には ・ ちに を向ける

よう指 する教 により 大 の を向ける

よう 導していた。これは Greenberg （1993）
の や について な り に 有し

に 化するように 大 の 力を向けるこ

とで が 進されるとの を反 してい

たと考えられる。他に

の で き セラ

ス に して ラ ン

が する 振りや

えに する 子が見られ

た には 進 を 定す

る ことで ラ ン

を し支援していた。 
） 反  

における 反 では

ラ ン の言 をそのまま

使う と 言い え が主に見ら

れた。 ラ ン の りに

すべき言 が見られた は ラ
図２．喚起段階における体験が中断している
場合のモデル図

ｌ気持ちを尋ね

る

気持ちに注意を

向けるよう指示

感覚に注意を

向けるよう指示

文脈から状況

を推測する

文脈から気持ち

を推測する

感覚を尋ねる

進捗を肯定

する

図１．喚起段階における設定・確認のモデル図

選択肢を推測

して提示する

年齢を設定

する

イメージ上の人

物の描写を指

示

一人称視点に

切り替える

←

対
話
の
合
意
を
取
る→

感覚を尋ねる場面を設定

する

三人称視点で

の想像を促す
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ン の言 をそのまま使う ことで ラ

ン に を求めることやセラ ス ラ

ン 間で を共有し 共同 するという姿

勢に していた。 言い え では 在形

タファーや 的な言 の が見られた。

在形について ラ ン の 形での りを

在形で り直すことは その 来事を生き生き

と び こす（Greenberg et al., 1993） との

を し していた。一方 ある とした

りについて タファーや 的な言 によって

に置き えることについては ラ ン

は これこそが自 が ている ちだ とい

う い と セラ ス に受け められたとい

う ちをもたらし な 題に を れ

より い を進めることができる（Greenberg 
et al., 1993） との を反 していたと考えら

れる。 一 化した例と する では し

た 定・ 認 の 年 を 定する で得られ

た 年 や他の属性に して一 例と す

ることで を めることに していた。 
）表 の 要 

3 は 表 の関係を した で

に表 でき にいた とそのもととなる

求の表 と 定が 指される。 に 定・

認 の 年 を 定する で 認した年 の

を使って の のように の特 に

ついて言 したうえで （重要な他者か当時

の自 ）を見てもらえますか のように ー

ジ上の と を指 のうち める よう

教 した後 ージ上の の を指 す

ることによって言 化を し を 化し

された で その に しかける よう

に ージ上の に を指 する が

観 された。年 についての言 や ージ上

の を指 は ラ ン が自発的に

の特 について に言 している は えて

行 れ 省 されていた。次 では 表

にて した について しかける 教

以 で 求表 相 が 重要な他者 と 当時の

自 の ージの の の につい

て主に ラ ン の言 をそのまま使う に

し記 する。 
）表 重要な他者  

重要な他者 件では 一 に心的外

の加 者で い他者 とされる 重要な他者

と向けられながらもそれまで されていた

を 的に表し 時には たされなかった

求の 在を認めるという れが観 され この

での ラ ン の言 をそのまま使う は

ラ ン が 的に いを発 られるように

補助する発 の がかりとして していた。

的には （他者）に し言ってもらえますか。

はっきりと と い で を表 するよう

教 し ラ ン が まり お さ と一

にいれなくて本当に かった。のような ま

で一度も表 できていなかった ち にようや

く いていく で さについて もっと

言ってもらえます ーっと言えなかったことで

すよ 。 のように りの から新たに表 した

すべき言 を指定して し あたかも

のように や 求表 の

発 の がかりとして すことで

ラ ン の を支援し

導く発 として していた。

ここでの は 相 に向かっ

て ちを し ることに重きが置

かれ 新たな いが表 する度に

となるまで り返し けられ図３．表現段階におけるモデル図

イメージ上の人物

と接触を指示

（眺めるよう指示）

クライエントの言葉を

そのまま使う

イメージ上の人物

の描写を指示

イメージ上の人物

と接触を指示

（話しかけるよう指示）

感覚に注意を向ける

よう指示

年齢を設定

する
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ていた。 
）表 当時の自  

当時の自 の では ラ ン が

在の大 の立 から の自 の心 を 理 し

てあげる ことを 心とした援助の ー レ

を し この で ラ ン の言 をそ

のまま使う は ラ ン が り上げる 援

助する他者 の ージに力 えする を

たしていた。 的には 在の自 の立 から

（当時の）自 にな て言ってあげたいですか。

どうしてあげたいですか。 を とした教 で

当時の自 の ージが 大 と えるよう

な援助の方 についての を し ラ ン

から くないよって心配ないよって教えてあ

げたい。を とした 的な援助方 が表 し

たことを受けて う くない。心配ない。

のように ラ ン の言 をそのまま使う

ことで ラ ン の り上げた 援助する他

者 の役 の一 を担い ージ形 の補 を

していた。一方 ラ ン はセラ ス を

することによって 当時の自 として心的外

時に も必要としていた言 を受け取り

求を充 さ る をしていた。ここで 重要

な他者 では 心的外 に く関 する他者

に し 共 する同 のように いを し る

ことを す い での発 であったのに し

当時の自 では 当時の自 を 理 してあ

げる他者 として しく り ける で ラ

ン 自ら行う 援助 の の れを

えないように やかに助ける反 として使 れて

いた。 
その他の特 として 援助の教 をする に

ラ ン にとって理 的な援助者の例を な

か えてもらえます しい 生 になっても

いいですし。  のように することで の

を め 援助 の を す に有 であ

った。さらに 同 く援助の ー レ を指

する に 一 にいることを てもらえます

を 例とした に を向けるよう指

を行い を一 で えてきた との自

ージを つ ラ ン に し 他者とのつな

がり の を に認 さ その記 の 有

を指 していた。以上の特 から 当時の自

では ラ ン は当時の自 が求めていた言

を セラ ス を して受け取り 新たな

関係の を記 に ことで再ス

ーリー化に導く セスがあったと考えられる。 
 
  

本論では の 子の の 記 を

として セラ ス が ージ と導く

のうち発 について特 の ・ 化する

ことで らかにすることを 的とした。 
 
1． の の 体験 く の  

の記 ージは 主に 点の で

ある 一 点と 点（Nigro & Neisser
1983）による教 を に されていた。

（2010）は を した についてス ー

の重要な のリ レ を なる ン のカ

ラで し すように っくりと 度か振り返る

はその 間の実 を め ラ ン の

の きを めるとしており 2 つの 点

を した教 による はこの と一 して

いる。従来 心理臨床の で 点は

や などを の で される性

から られてきた。そもそも一 に は自

の を見ないため ージ をする

に 点による を す必要性は しいよ

うにも られるが 自 を えて 化さ る

ことで認 の 容を すとの考え（ ・

1995）や自 化の認 の （Libby et al., 
2005）が されており 後その について

再検討される必要がある。また 本論の研

のセラ ス は 2 つの 点 ージの につ

いて（1）直 の ラ ン の発言に て
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その 点と一 する 点を直後に使っていたもの

の （2） 本的には 点での を して

から一 点に り替えるように当時の 点

と 行する一 の れの があると認められ

た。 ージの においてこの生 された2つ

の 点に関する の有 性について 後

検討する必要がある。 
 
2．感 の と ージの 活および保  

本論の を して EFT の 本理 である

を すことや を める が多く実

されていた点も特 的であった。ま ち

や についてその内容を たり を向け

る教 を行うことは から を け に向き

う こ と を に す る （ Foa,Hembree, 
&Rothbaum,2007） との を反 し実 して

いたものと考えられるが この は の

と ージの 活および の関係性を考える

うえで大きな指 となっていた 性がある。 
例え 一定の ージが 活された後に

を 進するための として や 言

い え が いられていた。Lifton & Olson
（1976）は ージには があり 大きな

外 を ると が れたようになり

ージも になると言 しており や を

えるという観点から の や 言い

え は 題 を共同で再 する に有 で

あったと考えられる。しかしながら 再 の

に加えて として得られる に理 され

た との や これこそが自 が ている

ちだ との い に代表されるような 自

の に する きとそれに う も観

されており こうした 自 の を に理

できた との発見に う生き生きとした が

な心的外 記 の ージの 活や を容

にするよう していたように考えられる。 
さらに を める も同 に 心的外

に向き うことを 進し ージの形 や

に を す 性がある。この で

の 年 を 定 し の セスの で

年 について言 することや 一 化した例と

すること および 表 における 理

的な援助者 の例を することを めとした

を める は より い ージの

と導く 性があり な検討が必要である。   
 

3． ージの に る 表現  

ージの に関 る 表 において

は ージ上の を めたうえでその特 の

を求め してきた やそのもととなる

求表 を行うという一 の れが観 された。

ここで 求表 の相 について 重要な他者

の では した他者に し まで一度も

表 できなかった されていた ちを ラ

ン が 的に表 できるような を

支援し 表 する いを し くすことを

とし重 していたが 当時の自 の では

在の大 の立 から の自 の心 を 理

してあげる ことを 心とした援助の ー レ

を する で セラ ス は ラ ン が

り上げた 理 してあげる他者 としての一

を担い ラ ン は していた言 を

セラ ス を して受け取ることで記 の

けが 化するという再ス ーリー化が実 されて

いた。なかでも 当時の自 件では と

して いた IRSとの が 認された。 の

の は3つのフ ー に かれ

1 フ ー で 在の 点から心的外 当時

の自 を さ 2フ ー では当時の自

の 点で を り 3フ ー では 再度

在の自 に し 当時の自 の ージを援助

する方 を考え 実 に ー レ を行うとい

う れが見られた。IRSでは記 に があ

る 自 を援助してくれる者 を さ る

特 を っていたが（Arntz et al., 2013）本例の

では 求表 で を める 的とし
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て 援助者の例を する が行 れており

より援助 に観 できるよう ラ ン を導

く に有 であったと考えられる。 
 
4．本研究の限界と課題 

本論の として ージを とした

として の 子の の を いたが

とした が 当時の自 に りが見

られており に検討できたとは言えない。また

心理 は 言 的・言 的な を だ

的な であり 言 的な について言

できなかった点で に検討できたとは言えない。

後本論で された も め再検討し

ていきたいと考える。 
 

本 は 30 年度お の 子大学発 臨

床心理学 ース修士論文を大 に修 加 したもので

ある。ご指導を りました 教 に く し上

げます。本研 ータは 学研 補助 による研

な と 整の 題 の心理 的

の 研 （課題 号 ） び（課

題 号 ） の 題に する 性 理論から

の心理 的 の 発と の検討 （研 代表者

名 ）の研 ータを使 さ て いた。 

本 の にあたりご指導いただきました

一 教 に く し上げます。 
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